
救急車の適正利用を

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」は
、
町
内
会
・
地
区
・
行
政
区
を
通
し
て

地
域
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
が
、
市
や
県
の
審
議
を
経
て
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
12
月

１
日
、全
国
一
斉
に
改
選
が
行
わ
れ
、本
市
で
は
１
５
９
人
の
皆
さ
ん
が
、

３
年
の
任
期
で
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た（
5
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
）。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容

や
個
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

第1方部（須賀川地区）
担当地区 氏　　名

六　軒 五
い が ら し

十嵐久
ひさ

枝
え

四丁目

山
やま

口
ぐち

千
ち

加
か

子
こ

鈴
すず

木
き

まゆみ

塚
つか

目
め

　充
みつ

也
や

金
かね

子
こ

　俊
とし

彦
ひこ

三丁目 黒
くろ

田
だ

　順
じゅん

子
こ

大　町 柏
かし

村
むら

　和
かず

義
よし

八幡町
根
ね

本
もと

　和
かず

宏
ひろ

羽
は

生
にゅう

　淨
じょう

治
じ

本町・馬町 及
おい

川
かわ

　昌
まさ

子
こ

古屋敷・
旭町・東町 西

にし

間
ま

木
ぎ

正
まさ

彦
ひこ

南上町
神
じん

保
ぼ

　文
ふみ

男
お

河
かわ

村
むら

　朝
とも

子
こ

岩
いわ

瀬
せ

　秀
ひで

子
こ

上　町
榊
さかき

枝
えだ

　廣
ひろ

良
よし

小
こ

松
まつ

　英
えい

子
こ

山
やま

崎
ざき

　京
きょう

子
こ

和田立石・
和田池 青

あお

木
き

　　弘
ひろし

松が丘
内
ない

藤
とう

　克
かつ

己
み

安
あん

藤
どう

　憲
のり

彦
ひこ

自由ヶ丘 橋
はし

本
もと

　健
けん

二
じ

緑町・翠ヶ丘 菊
きく

地
ち

サチ子
こ

加治町・諏訪町 鈴
すず

木
き

　栄
えい

子
こ

天良町・中町・ 
池上町 伊

い

東
とう

　昭
しょう

子
こ

宮先町・上北町 大
おお

内
うち

　健
けん

二
じ

北町・守谷舘 植
うえ

田
だ

　宗
むね

晃
あき

弘法坦
添
そえ

田
た

裕
ゆ

美
み

子
こ

荒
あら

川
かわ

　文
ふみ

子
こ

新栄町 酒
さか

井
い

　清
きよ

美
み

昭和町・新栄町 國
こく

分
ぶん

美
み

知
ち

子
こ

中宿第一 荻
おぎ

野
の

美
み

千
ち

子
こ

中宿川東 西
にし

間
ま

木
き

栄
えい

子
こ

愛宕町 遠
えん

藤
どう

　桂
けい

子
こ

芦田塚 本
ほん

多
だ

　和
かず

子
こ

丸田町 鈴
すず

木
き

　潤
じゅん

一
いち

第2方部（浜田地区）
担当地区 氏　　名

和　田
箭
や

内
ない

　勝
しょう

一
いち

佐
さ

藤
とう

　政
まさ

美
み

浜　尾 嘉
か

齋
さい

　市
いち

郎
ろう

前田川
鈴
すず

木
き

　孝
たか

夫
お

小
こ

林
ばやし

　光
こう

輝
き

牡丹台 西
にし

澤
ざわ

　俊
とし

邦
くに

第3方部（稲田地区）
担当地区 氏　　名

岩　渕
佐
さ

藤
とう

　保
やす

治
じ

有
あり

馬
ま

　光
みつ

好
よし

真
ま

壁
かべ

　一
かず

也
や

保土原 常
つね

松
まつ

　和
かず

夫
お

古　戸 橋
はし

本
もと

　喜
き

司
し

泉　田 大
おお

賀
が

　　功
いさお

松　塚 柏
かし

村
むら

　仁
じん

一
いち

稲 佐
さ

藤
とう

　　正
まさし

第4方部（西袋地区）
担当地区 氏　　名

西　川

桑
くわ

澤
ざわ

　　功
いさお

柏
かしわ

木
ぎ

　芳
よし

子
こ

梅
うめ

澤
ざわ

　和
かず

男
お

鈴
すず

木
き

　哲
てつ

夫
お

遠
えん

藤
どう

　栄
えい

子
こ

鈴
すず

木
き

美
み

津
つ

子
こ

横
よこ

田
た

　早
さ

苗
なえ

𠮷
よし

田
だ

　智
とも

子
こ

安
あん

藤
どう

　兼
かね

次
つぐ

堀
ほ っ た

田　恵
けい

一
いち

西川・芹沢 大
おお

槻
つき

　陽
よう

子
こ

大桑原 佐
さ

浦
うら

　孝
たか

子
こ

袋　田 和
わ

田
だ

　賢
けん

正
しょう

越　久 佐
さ

藤
とう

　文
ふみ

吉
よし

森　宿
水
みず

野
の

　民
たみ

子
こ

添
そえ

田
た

　弘
ひろ

幸
ゆき

吉
よし

田
だ

　昭
あき

夫
お

下　宿

山
やま

寺
でら

　好
よし

春
はる

松
まつ

宮
みや

智
ち

恵
え

子
こ

松
まつ

宮
みや

　秀
ひで

応
おう

欠員
吉美根 小

こ

橋
ばし

　葊
ひろ

一
かず

池ノ下 関
せき

根
ね

　孝
たか

男
お

北団地 吉
よし

成
なり

　容
よう

子
こ

小
こ

林
ばやし

　秀
ひで

樹
き

第5方部（小塩江地区）
担当地区 氏　　名

塩　田
横
よこ

田
た

　　守
まもる

塩
しお

田
だ

　静
しず

生
お

小　倉
熊
くま

田
だ

　福
ふく

寿
じ

岡
おか

部
べ

　和
かず

明
あき

東　山 相
さ が ら

樂　忠
ただ

義
よし

堤 安
あん

藤
どう

　　徹
とおる

上江持 西
にし

間
ま

木
ぎ

銀
ぎん

市
いち

下江持 柳
やぎ

沼
ぬま

　雅
まさ

彦
ひこ

あおば町
我
わが

妻
つま

　千
ち

春
はる

柏
かしわ

木
ぎ

　明
あけ

美
み

第6方部（仁井田地区）
担当地区 氏　　名

仁井田
佐
さ

藤
とう

　安
やす

喜
よし

五
い が ら し

十嵐千
ち

代
よ

広
ひろ

根
ね

本
もと

　博
ひろ

子
こ

関　下 根
ね

本
もと

　愽
ひろ

子
こ

大谷地 葊
ひろ

江
え

紀
き

美
み

代
よ

十貫内 佐
さ

藤
とう

　辰
たつ

夫
お

滑　川 有
あり

賀
が

　敏
とし

久
ひさ

宮の杜 佐
さ

藤
とう

　清
きよ

夫
お

舘ヶ岡 石
いし

堂
どう

　完
かん

治
じ

向陽町 伊
い

藤
とう

　順
じゅん

子
こ

鈴
すず

木
き

美
み

智
ち

子
こ

季の郷 渡
わた

部
なべ

　利
とし

弘
ひろ

第7方部（大東地区）
担当地区 氏　　名

小作田 関
せき

根
ね

　孝
たか

子
こ

安
やす

田
だ

　　和
やすし

市野関・日照田 関
せき

根
ね

　　博
ひろし

田　中 樫
かし

村
むら

　泰
たい

助
すけ

下小山田 橋
はし

本
もと

　孝
こう

一
いち

上小山田 熊
くま

谷
がい

　安
やす

夫
お

熊
くま

谷
がい

須
す

美
み

江
え

雨　田 溝
みぞ

口
ぐち

　正
まさ

男
お

相
さ が ら

樂　　孝
たかし

大　栗 石
いし

井
い

美
み

由
ゆ

紀
き

橋
はし

本
もと

　幸
ゆき

夫
お

狸　森
関
せき

根
ね

　勝
かつ

志
し

関
せき

根
ね

　　弘
ひろし

欠員

第8方部（長沼地区）
担当地区 氏　　名

勢至堂・上江花 岩
いわ

崎
さき

　裕
ゆう

海
かい

下江花 粟
あわ

野
の

寿
す

美
み

江
え

豊町・横町 善
ぜん

方
ぽう

　富
とみ

男
お

金町・
旧雇用促進住宅 深

ふか

谷
や

　友
とも

哉
や

信濃町・八ノ口 深
ふか

谷
や

　和
かず

弥
や

北　町 時
とき

田
た

　昭
あき

彦
ひこ

滝 江
え

連
づれ

　広
ひろ

幸
ゆき

志　茂 和
わ

田
だ

　吉
よし

則
のり

小　中 奥
おく

川
がわ

とも子
こ

上桙衝 磯
いそ

部
べ

　義
よし

衛
え

宮本・古舘 小
こ

林
ばやし

　一
かず

雄
お

矢田野西・南 小
こ

林
ばやし

　照
てる

男
お

矢田野東・北 海
うみ

村
むら

　忠
ちゅう

市
いち

上木之崎 大
おお

島
しま

　芳
よし

子
こ

下木之崎・北作・
蓑輪北原 遠

えん

藤
どう

　正
まさ

男
お

横　田 矢
や

部
べ

　信
のぶ

夫
お

堀　込 広
ひろ

田
た

　恭
やす

夫
お

花の里 青
あお

柳
やぎ

　広
ひろ

志
し

第9方部（岩瀬地区）
担当地区 氏　　名

町守屋・源田原 横
よこ

山
やま

　大
だい

山
せん

里守屋 矢
や

部
べ

　順
じゅん

子
こ

新田・今泉上 木
き

舩
ぶね

　則
のり

子
こ

今泉下 中
なか

路
じ

　良
りょう

一
いち

下柱田 有
あり

賀
が

あさ子
こ

弥六内・上柱田 国
こく

分
ぶん

紀
き

美
み

子
こ

東　部 鈴
すず

木
き

　光
みつ

子
こ

梅　田 渡
わた

邉
なべ

　光
みつ

子
こ

滝 善
ぜん

方
ぽう

　陽
よう

子
こ

下大久保・下滑沢 相
さ が ら

樂　栄
えい

子
こ

上大久保・上滑沢 森
もり

合
あい

　浩
ひろ

子
こ

矢　沢 佐
さ

藤
とう

　由
ゆ

美
み

畑　田 小
こ

針
ばり

　幸
さち

子
こ

北横田・深渡戸 上
あが

妻
つま

　　実
みのる

みどりが丘・
松南・あおば

佐
さ

藤
とう

　利
とし

勝
かつ

坂
さか

崎
ざき

　　昭
あきら

主任児童委員

担当地区 氏　　名

第１方部
深
ふか

谷
や

　直
なお

子
こ

松
まつ

井
い

香
か

保
お

利
り

第２方部
葛
か

西
さい

　知
ち

香
か

欠員

第３方部
水
みず

野
の

久
く

美
み

子
こ

岩
いわ

崎
さき

　睦
むつ

子
こ

第４方部
西
にし

牧
まき

久
く

美
み

子
こ

円
つむらや

谷　浩
ひろ

子
こ

第５方部
塩
しお

谷
や

　光
みつ

子
こ

佐
さ

久
く

間
ま

綾
あや

子
こ

第６方部
大
おお

槻
つき

美
み

智
ち

子
こ

兵
ひょう

藤
どう

　孝
たか

子
こ

第７方部
関
せき

根
ね

　英
ひで

子
こ

水
みず

野
の

　栄
えい

子
こ

第８方部
赤
あか

羽
ばね

　由
ゆ

美
み

吉
よし

田
だ

　恵
けい

子
こ

第９方部
◦
あい

田
た

　　薫
かおる

杉
すぎ

山
やま

登
と

美
み

子
こ

任期：令和7年12月1日～令和10年11月30日◦民生委員・児童委員名簿

社
会
福
祉
課
（
88
）８
１
１
１

　
委
員
の
人
た
ち
は
、
地
域
住
民

の
一
員
と
し
て
生
活
し
な
が
ら
、

福
祉
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に

　
　
　
　
寄
り
添
っ
て

地
域
の
見
守
り
活
動
　
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
自
宅
訪
問

や
声
掛
け
を
行
い
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
へ
は
、
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
と
子
ど
も
の
支
援
　
妊
娠

中
の
心
配
事
や
子
育
て
の
不
安
な

ど
、
様
々
な
相
談
・
支
援
を
行
っ

支
援
な
ど
、
多
様
な
課
題
に
対
応

し
な
が
ら
、
個
別
支
援
だ
け
で
な

く
、
地
域
全
体
の
環
境
作
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
政
や
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
子

育
て
や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る

人
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者

な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
ひ

と
り
一
人
に
寄
り
添
い
、
行
政
や

■ 
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介

地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
　
　
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

救急車を本当に必要としている人のために
　冬は急な気温の変化による病気や、凍った道路での事故などに
より、救急車の要請が増えます。救急車や救急医療には限りがあ
ります。冬の病気やけがを防いで、本当に必要としている人が救
急車を利用できる環境作りに、ご
理解とご協力をお願いします。
　救急車を呼ぶか迷ったときは、
福島県救急電話相談（♯7119）にご
連絡ください。
ヒートショックを予防しよう
　ヒートショックとは、急激な温度変化により血圧が大きく上下
し、心筋梗塞や不整脈、脳出血・脳梗塞などの発作を起こすこと
です。家の中でも、暖房の効いた部屋から「トイレ」「脱衣所」「浴室」
などの寒い場所へ移動するときは、注意が必要です。
☞須賀川地方広域消防本部 （76）3196

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
務

め
、皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
委
員

は
児
童
福
祉
に
関
す
る
業
務
を
専

門
に
担
当
す
る「
主
任
児
童
委
員
」

と
し
て
も
活
動
し
、
発
達
や
生
活

環
境
に
不
安
を
抱
え
る
家
庭
へ
の

行
政
・
専
門
機
関

民
生
委
員・
児
童
委
員

相談

見守り・支援

地
域
住
民

つなぎ役

◦民生委員・児童委員の役割

5 4令和8年1月1日令和8年1月1日


